
	
 	
 

『暖簾』その意と匠 
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                 はじめに  

	
 暖簾はその発祥から約800年，定式を得ておよそ600年， 
ひと頃喧騒をきわめた大企業・中企業の CIブームをよ 
そに，日本という国の気候風土と庶民の美意識に支えら 
れ，現在も小規模ながら広告の媒体として確固たる命脈 
を保っている。 
	
 日本の伝統的な造形・デザインの中には，時代や生活 
環境の推移によって，単に懐古趣味や，古美術としての 
価値しかなくなったものも多いが，ここにとりあげた日 
本の伝統的な〈しるし〉としての暖簾は，視覚伝達とい 
う役割に密着した単純性と，洗練された強さ・美しさに 
おいて，充分デザイン上の今日的な興味の対象となるも 
のを持っている。 
	
 なお現在も使われている「意匠」という言葉は，明治 
の中期（28年）に論説のテーマとして登場している（大 
村西崖『意匠論』京都美術協会第 29号）。したがってそれ 
以前から使われていたことがうかがわれるが，この時代， 
意匠は，美術品や工芸品中の作者の“工夫”あるいは“落 
想”というほどの小さい意味に使われ，現代のDesignの 
和訳的使われ方とは趣きを異にする。 
	
 現代のDesignの意味は人間の生活に機能する物質的 
要素と，人間の思考と行動に影響を与える精神的要素の 
二面を，一定の目的に向って構成する計画と行為と結果 
を言うが，帰納的に暖簾にアプローチする立場から，前 
者を「匠」，後者を「意」としたものである。 
 

 
 
 

1．発祥と名称の来歴  

	
 まず，その呼称についてふれておく。 
	
 我が国では「暖」の字は「だん」か「あたたか」とし 
か読まない。だが「暖簾」に限って「のうれん」か「の 
れん」と読んでいる。 
	
 このような読み方は，古くは宋・元音の「なんれん」 
「なふれん」を借用した「のんれん」が転訛したものとい 
われる（谷 峯藏『日本屋外広告史』岩崎美術社）。 
	
 今日残る資料に暖簾が登場するのは，平安時代末期の 
ものからである。保延年間（1135～40）の作とされる『信 
貴山縁起絵巻』に，今日の三垂れの半暖簾とまったく同 
様のものが掛けられた町屋の庶民の家が描かれている 
（図①）。また，保元年間（1156～59）の作とされる『年 
中行事絵巻』には身分のあるらしき馬に乗った武士が， 
大通りを家来を引き連れて通っており，通りに面した庶 
民の長屋の出入口には，三垂れの半暖簾・長暖簾が掛け 
られている。そしてさらに，治承年間（1177～81）の作 
とされる「粉河寺縁起絵』に描かれた絵には，民家の出 
入口に，すでに藍染めの色布を廊下口に掛けたものが登 
場する。 
	
 これらの絵巻物中の庶民の家々が暖簾を掛けていたと 
いうことは，それ以前から暖簾が庶民の家の障�具のひ 

とつとして使われ，普及していたことがうかがわれ，そ 
れを絵師が世俗の風景の一部として写したものといえよ 
う。したがって発祥はその絵が描かれた以前ということ 
になり，奈良朝，遅くみても平安初期ということも考え 



 

られる。 
	
 西洋建築と異なり，部屋の間仕切りが固定的でなく， 

可変的な我が国の間仕切りには，壁代
かべ し ろ

，幌
とばり

，簾
すだれ

などが

『古事記』や『万葉集』に出てくるが，こうした上流階級の

几帳を含めた障�具を庶民が見倣って普及一般化した

ものかどうかは，わからない。 
	
 暑い季節には日光を遮り，逆に寒期には風や埃を蔽り，

また人目をも遮断する役目を負うたこの戸口に掛けられ

る障�具の素材は，最初，筵
むしろ

であったとするのが定説の

ようである。暖簾の古語に「たれむし」がある。ここで

は垂れ筵のろがとれてたれむしになったとみるのが順当

な解釈ではあるが『広辞苑』は「垂
たれ

蒸
むし

＝麻のれん」とし

ている。 

この垂蒸の「むし」とは「帔
む し

」のことを指し，本来我

が国の土着植物である苧
から

麻
むし

の繊維で織った布のことであ

る。苧麻の皮を剥ぎ，蒸して繊維を採ったことに起因し

て，行為の蒸すの動詞が名詞化したとされている。また

垂筵に代った「帔
む し

の垂
たれ

布
ぬの

」が略されて「たれむし」にい

たったと推測する説もある（谷 峯藏・前掲書）。 
	
  
 
 

 

2．しるし暖簾の発達とその背景  

鎌倉時代になって商家の目印が暖簾に入った（吉田孝

次郎氏のように室町時代とする説もある）。〈しるし暖簾〉

の始まりであり，日本固有のことである。トルファンや

敦皇といった西城の小都市でも，白木綿の薄布を戸口い

っぱいに掛け垂らすことは，今日でも行われているよう

だが，一枚の日除けや塵除けの機能を持つ布のみで，し 
るし暖簾ではない。暖簾にしるしをつけるためには，そ 
れがつけ易い素材である必要がある。換言すれば，つけ 
易い木綿の布が比較的簡単に手に入れ易くなったからし 
るし暖簾が登場した，とも言える。上記の機能を果しな 
がら，素材が布地に変わると，いろいろと新しい変化が 
生まれる。色彩が自由になり，加えて文字や，文様をさ 
まざまに染めぬくことが可能になる。これは屋号定着へ 
の先鞭であり，商家には欠かせぬものとして，人々がそ 
こで何が買えるかを示す看板の役目を果すこととなっ 
た。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 時代が下り士農工商の身分制が確立し，それによって 
社会が安定化してくると，その外観が象徴化するのは一 
般的傾向である。例えば武士は帯刀し，絹の衣服を用い 
ることができる。しかし百姓町人は特別の許しを得たも 
の以外帯刀は認められなかったし，衣服も，紬，木綿， 
麻に限られた。そうした社会気運の中で暖簾は商工の象 



徴となり，しるし暖簾＝看板により自分の職業内容の表 
現，いわば自己表現の機能を持つに至った。それほとり 
もなおさず片方で，観念的解釈の対象としての側面，商 
人道徳を生む。すなわち，「暖簾を守る」「暖簾に傷がつ 
く」「暖簾にかかわる」といった言葉に象徴される観念は， 
みずからの定常性を確保するための方法でもあった。 

室町時代の作とされる『鏡破
かがみわり

翁
おきな

絵詞
のえことば

』にはあらゆる

商家が，笹・橘・宝珠・壷・二引両等を染抜いた暖簾を

掲げているのが見られる。 
	
 具体的解釈の匠には，暖簾の図柄・色彩等をそのよう 
にした意図という意味も含まれ，匠は工や巧，あるいは 
企という意味が重複するから，そこには技術として巧拙 
が当然ともなう。写真図版の解説で指摘することとした 
い。 
	
 今少ししるし暖簾発達の背景をみる。 
	
 暖簾の発達は直接的には素材に木綿を得てからである 
が，そのために間接的には背景として商業の発達がなく 
てはならない。それにはなお農業の発達が前提である。 
	
 15世紀前半までの日本は，平安，鎌倉の頃とさして変 
らぬ貧しさと経済的未成熟のなかにあったから，庶民の 
住居は吹き曝しで，たいていは障子も畳も全くなかった。 
屋根にも瓦はまだなく戸口には筵が垂れ下っていたので 
ある。モノは村落自給体制下にあった。ごく少量の，特 
権階級のための高級品を除けば，塩や一部の薬品以外に 
長距離交易もなかったであろう。通貨は，中国製の宋銭， 
明銭が主で流通量はきわめて少なかったとされている。 
商人は古風な「座」や「株仲間」に縛られ，寺社や一部 
の公家の支配下にあったから，余剰農産物と工業製品の 
急増は，流通市場の取扱い能力をはるかに越え，「座」に 
属さないもぐり商人を大量に生む。この時，この必要悪 
を制度とし公認し「楽市楽座」としたのが尾張の国から 
でた織田信長であった。信長がこれに踏み切ったのは， 
「商業流通の拡大による経済発展を志向したためだけで 
はなく，「座」からの許可収入で僧兵を養う寺社の財源を 
絶とうとした，治安上軍事上の理由によるのが本音であ 
った」ようだ。つまり，信長は自由競争の全面導入によ 
って，旧体制を壊滅させようとしたのである（堺屋太一 
『歴史からの発想』プレジデント社）。 

「楽市楽座」の制度は，織田信長の支配圏が広まるに従 
って，美濃，伊勢，近江，京，摂津と広がっていく。 
	
 商売は人を相手にするものであるから，人が多く集ま 
る所に商人が集まり，商店が多く集った所に人もまた集 
まる。初めは流れ者であった商人も，やがて定着し，店 
舗＝住居をかまえるようになる。いわゆる城下町である。 
戸口に垂れ下っていた筵に木綿の布がとって代る。筵に 
比べると木綿の布は染色が容易であるから，そこに商標 
や屋号，商う対象を表示した文字や記号等のデザインが 
職種による色彩と伴わせて発生発達する条件が整いだ 
す。やがて商売上の競争はデザインの差別性や多様性・ 
意や匠の洗練を刺激したであろうことは充分推測できる 
ことである。 

3．暖簾の美  

1）背景との対比	
 

	
 各地を撮影して廻りながら，あらためて実感させられ 
たのは，暖簾の掛けられる環境空間の条件としての重要 
さである。暖簾そのもののデザインが良くても，掛けら

れるまわり
．．．

が良くなければ，さっぱり引きたたず，とき 
には場違いの感さえうける。街（町）並みをはじめとし， 
建物，及びその素材・色彩，空間の広さ，照明が自然光 
なのか，人工光線なのかといったこと等が，しるし暖簾 
の視覚的効果に著しく影響を与え，それらが条件として 
整っておれば，その結果の風景は一幅の絵になるという 
ことである。 
	
 今日，都市の地下の飲食街や各地方都市のターミナル 
ビルの土産物店，飲食街等においても単独のデザイン， 
暖簾そのものだけを見れば良いものはけっこうあるが， 
脇役が揃っていないところではその効果があがっていな 
い。雑居ビルにテナントが各々勝手に店を開いているよ

うなところでは，最上の視覚効果は期待できないのであ

る。 
	
 美の要素が種々の対比（Contrast）によって構成され， 
そのことによって評価を得ている芸術作品を我々は数多 
く見ることができる。その対象を工芸やデザインの分野 
にまで広げても同じことが言えるのであり，例を挙げる 



にこと欠かない。 
	
 我が国中世から近世にかけての過渡期における絵画の 
代表作品であり，作者尾形光琳の代表作でもある「紅白 
梅図�風」は，抽象と具象，明と暗，老と若等さまざま 

の対立的要素が画中に示されて卓抜な効果をあげてお 
り，対比要素で構成された作品の例として格好である。 
	
 ピカソの「鏡の前の若い女」や「花飾りをつけたマリ 
ーテレーズ」等，この巨匠の作品においてはコントラス 
トを要素とする作品は枚挙に暇がなく，またグラフィッ 
ク・デザインの亀倉雄策においても，「東京オリンピック」 
の公式 1号・2号や「ヤマギワ照明器具コンペ」等ポス 
ター作品に数多くその優れた例を見ることができる。 
	
 これ等の例は，一個の作品の中においての対比の例で 
あるが，暖簾における対比の意味は，それが掛けられる 
場，換言すればまわり

．．．
の条件，各種要素とのコーディネ 

イト，演出が視覚効果をあげるうえでたいへん重要な意 
味をもつということである。 
 
2）垂直性・水平性との調和	
 

	
 建築評論家の川添登氏によれば，日本の建築のいちば 
ん基本的な形を示すのは，鳥居だろうとされている。形 
を変形しないように構造を堅くするためには，三角形で 
固めるのがいちばん良い。にもかかわらず，日本人は鳥 
居の基部を水平と垂直の支柱の組合せにより充分構造学 
的にも持ちこたえることを発見し，敢えて三角形の支柱 
の構造を避けていることを指摘されている。日本人が持

つ美意識ないしデザイン意識は「直
じ

き心
しん

」を愛好するこ

と，また，建築材にヒノキ等の木理のまっすぐな針葉樹

を好んで用いることも挙げられている。（もっともこれ

には裂き易いという理由もあるが……）川添氏は引き続き，

日本人は水平性を愛好することも指摘されていて，建築

もあまり高いものは造らず，造る場合でも，必らず何層

もの屋根で切ること，また屋根においては，斜めにしな

いと雨が流れないからやむを得ず斜めにするけれども，

そこでは必らず反
そり

をつけて，いかにも水平にいくような

印象を与えること。中国あるいはインドネシアあたりで

は，反の末端が上の方へ持ち上った建築が多いが，日本

の場合は視覚的には水平の方へいくような形になって終

ることを合せて言われている（川添登他者『日本の知恵

と伝統』講談社）。 
	
 こうしたデザイン風土を背景にして暖簾を考察すると 
き，暖簾もまたその例外ではなく，デザイン上の布の形 
は，水平と垂直による直線でできているのであり，そこ 
に曲線による形が採用されることはまずない。 
	
 暖簾の発生から今日まで約 800年を経てなおその形が 
変らぬということは，掛けられる場としての家屋の原形 
が変っていないことはもとより，なににも増して，用い 
る人々の美意識の根源的なものと水平・垂直が深く結び 
ついていることを指摘することができるのである。 
	
 

3）形状の種類と色彩	
 

	
 種類は寸法と材質に分けられる。 
	
 標準寸法は鯨尺の三尺，すなわち 113cm のものをい 
う。これが暖簾の定尺で，それより長いものを「長暖簾」， 
短かいものを「半暖簾」，最も短かく，その代り店の間口 
いっぱいの巾の広いものを「水引き暖簾」という。 

	
 また，横巾は三
み

布
の

が多く，建築（出入り口）との兼合 
いにおいて五，七布等の縁起をかついだ奇数の布の枚数 

が選ばれる。一
ひと

布
ぬの

の巾は約 34cm。布丈 5分の 1から 3分
の 1の上部を縫い合わせ，下部は垂れとし，上端に乳

ち

と

いう輪状の別の布をつけ，そこに竹竿を通して出入り口

に掛ける。 
〈長暖簾〉 
	
 先に述べた『粉河寺縁起絵』や『年中行事絵巻』にも 
長暖簾は描かれている。丈が長いということはやはりそ 
れなりの機能的な意味があるのであり，直射日光による 
品傷みを避ける目的から出発していることは，江戸初期 

刊行の絵画に，出
だし

見
み

世
せ

の商品などを置いた台の前に掛け

た図が多いことからも察せられるが，後には質店の客を

外から見えにくくすることや，呉服店の店に上った客が

品選びに落着けるようにとの配慮など，きめ
．．
の細かい心

理的な意味も含まれている。 
〈半暖簾〉 
	
 要するに寸法が半分ということ，すなわち定尺の半分 
の 56.7cm。長暖簾のコンセプトに反して，これは店内
の作業や陳列品を見せたいのである。うどん屋，そばや， 



	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

すし屋等飲食業に比較的多く用いられ，今日に続いてい 

る。 
〈水引暖簾〉 
	
 もともと水引暖簾は横長の木枠に筵張り，あるいは板 
張りとしたものを軒先に掲げたものが布に代ったもので 
あるとされている。したがって当初は，切り込みのない 
幕形式であった。桃山末期頃から下部を垂れとするよう 
になったものである。普通，しるし暖簾は掛けることじ 
たいが営業中

．．．
のシグナルであり，外されることは閉店

．．
を 

意味するが，水引暖簾は夜間も掛けっぱなしとされる。 
京都の土産物店や菓子店に数多く見ることができる。 
〈日除け暖簾（太鼓暖簾）〉	
 

	
 切り込みのない立て長の大風呂敷のような一枚物の上 
下に乳をつけ，軒下から道路にせり出し，下端に重しを 
つけて張った暖簾。風に煽られるとバーンバンと音がし 
たため，太鼓暖簾とも呼ばれた。江戸幕府では寛永三年 
からこの暖簾を出すためには奉行所の許可を必要とした 
と言われている。これは道路にせり出すためで，道路の 
狭かった京坂では許されず，江戸と大きな街道筋に限ら 
れたようである。今月でも数は少ないが，京都を中心に 
各地で散見できる。 
〈絵暖簾〉 
	
 家紋や文字に代えて華やかに絵模様を染めた長暖簾を 
いう。もともと識字力の乏しかった頃，笹や橘の絵で暖

簾のしるしが始まった名残りとされるが，京都や金沢に 

は，友禅や紅型
びん が た

の技法を用いた色鮮やかなタペストリー 
と同じ使用日的の〈飾り用暖簾〉が作られ，販売されて 
いる。 
〈縄暖簾〉	
 

	
 その発祥は古く，布による暖簾よりこちらが先とも考 
えられる。素材のカラムシ（イラクサ）の繊維は布にす 

るより縒
よ

った縄状のものの方が並べて垂らすのにてっと 
り早いからである。『洛中洛外図�風』（桃山期）には縄 
暖簾を画いた絵が多く出てき，また『倭漢三才図会』も 
「縄を垂し縄簾と名づく」としている。 
	
 今日，居酒屋の代名詞になったりしてよく使われてい 
るが，天保年間（1830～44）頃の煮売り居酒屋の縄暖簾 
が何故か，蝿除けになったからだといわれている。 



 
 
 



 
 
 
	
 

〈珠暖簾・管暖簾〉	
 

	
 前者はビーズ玉，ガラス玉，木玉等にヒモを通したも 
の。古くは珠だれと言った。 
	
 後者は篠竹，木管，ガラス管，まれに具殻を使ったも 
のもある。色彩の異なる素材や大きさを変えることによ 
って紋様にすることができ，また素材の触れる音を楽し 
む工夫をしたものもある。戦前には密豆やかき氷を売っ 
た店のガラス管の半暖簾は，光を反射した明るい涼しさ 
と，触れた時の爽やかな金属音とが夏の風物詩でもあっ 
たという。 
	
 その他に 
〈帆暖簾〉〈潜り暖簾〉〈座敷暖簾〉〈鯨暖簾〉〈花嫁暖簾〉 
〈花暖簾〉等があるが，本稿は主として〈しるし暖簾〉を 
扱うものであり，その範囲から外れるので割愛する。 
 

暖簾の色彩には，室町期を中心に定式を得る過程にお 
いて，業種によりおおむね約束ごととした伝統がある。 
しかし現在では，それは，布の垂れ数が奇数にこだわら 
なくなったこと，夏は麻，冬は綿が基本ではあるけれど， 
麻の透けた感じが好まれて，年中それで通す店がそうと 
うな数になること等と合わせて，守られていない。用い 
られていないというより，定式への知識がないから拘束 
されない，といった方が的を射ているかも知れない。 
	
 以下，参考文献『暖簾』のうち，谷峯藏氏の「暖簾 
の史実と定式」の援用を受けながら，暖簾の色彩について 
筆者の見聞をまとめる。 
〈紺・藍色〉	
 

	
 歴史的にも最も古く，一般的にも手堅さを身上とした 
商家や飲食店に多い。タバコのピースはピース・ブルー 
として，日本において最も好まれる色彩であるが，採用 



 

 
の根拠は同じである。家紋やカリグラフィー（筆書きの 
文字）を白く抜いた場合，その色相対比が快よい。藍は 

一度染め瓶
かめ

覗
のぞ

きとした薄藍から，染回数を重ねた止
とめ

紺ま 
でがあり，この藍の香りを虫が嫌うとして，呉服商はほ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

とんどがこの藍染めである。製作の染工房では，漬
つ

け染 
の染色法は，暖簾がせいぜい一・二枚の特別注文である 
 

ためロスが多いとして，染め液を刷毛で掃いて染めてい 
るところが多い。 

〈縹
はなだ

色〉	
 

	
 花田色，花色とも書く。色相は紺・藍・縹・空色・浅葱
あ さ ぎ

 
の順で薄くなり，最も淡い瓶覗きが水色。江戸吉原では 
引手茶屋が縹の水引暖簾を掛けたが紋日（祝祭日）には， 
	
 



	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

茶屋，揚屋，妓楼すべてが揃いの水引暖簾を張りめぐら 
したといわれる。 
〈白地〉	
 

	
 白生地に家紋や文字を墨書きしたのが薬商，菓子商。

ただし寒季には藍染めを掛ける店もあり，京坂では，紺 
無地の中へ一布白地とし屋号等を記したものが多かった 

らしいが，現在ではこういった暖簾は見かけない。菓子 
商が白生地を使ったのは砂糖に起因し，薬商は初め砂糖 
を貴重品＝薬として扱ったが故である。 
〈茶色〉	
 

	
 もっぱらタバコ屋が用いた色。現在は漬物店や料亭で 
も用いている。 



	
 

	
 

 

	
 

 



	
 

〈緑色〉	
 

	
 商品に似せてか葉茶屋が用いている。 

4．「結界」としての暖簾  

	
 暖簾―。これを追って行くと「結界」に行きあたる。 
	
 結界は密教寺院から始ったことでもわかるように，も 
ともとは神秘性を高めるための儀式の一つであった。 
	
 今日でも，姿や象を変えた例を我々は身近に散見する 
ことができる。 
	
 主として禅宗や律宗の寺院境内の入口・山門の脇に「不 
許葷酒入山門」等という文字を彫りこんだ石柱が建って 
いるのを思い出すことができるが，これがまずは典形的 
な例の一つである。 
	
 神社においては不可欠の要素は神体（シンボル）と垣 
である。一つの山や，一つの岩が神体であることもある 

くらいだから，社殿は必らずしも必要ではない。この二 
つを除けばどうしても欠くことのできないものは「垣」 
である。「垣」は「限る」から来ている。 
	
 聖俗の内外の空間を分つための装置のデザインであ 
り，これも結界である。 
	
 潜り戸を通って茶室に向う道が二つに分かれてい，一 
方に，人頭大の石の縄で十文字に結ばれたものが置かれ 
ていれば，それは「ここから先へは行くな」のサインで 
あり，これも茶道の世界における結界の一つといえよう。 
	
 京都・東山二年坂の料亭「奥丹」では，まだ営業時間 
ではないことを示すのに径 2cm 程の青竹を入口の門に 
斜めに渡している（写真②）。入所拒否の文字はどこにも 
ないが，知らずに入れば無粋者のそしりはまぬがれない。 
	
 例はまだまだいくつも挙げることができるが，これら 
に共通していることは，物理的に確固たる障害物ではな 
いから，越えようと思えば容易に越えることができるが 



 
	
 

しかし越えてはならないのである。越えてはならないこ 
と「心のけじめ」を一個の石が，一本の竹が暗示してい 
る。 
	
 耕作地を野獣による侵入から守り，家畜が抜け出るの 
を防ぎ，財産の境界を主張する標示が必要な国から来た 
外国人には，動物や家畜が自由に往来できる垣や柵は理 
解できない。単なるサインでは用をなさない。それはま 
ったく実体的，即物的なモノである必要がある。西洋人 
たちは，日本の農耕地には何故垣がないのかと不思議に 
思う。牧畜では家畜の迷い出るのを防ぐのに柵が不可欠 
のものであるが，水田では，たとえ所有主が違っても灌 
漑用水の管理は同一水系では一円になされなければなら 
なかったからである。ここに柵を無意味とし，代わって， 
約束ごとの，即ちサインのデザインを生む同根意識のル 
ーツを見ることができる。 
	
 結界において重要なことは，それは空間を心理の面で 

 

分割してはいるが，視界を遮断してしまう物理的な壁で 
はないということである。壁はその向こう側を見ること 
はできないし，壁向こうの世界を窺うこともできない。 
壁の向こうの空間に何があろうと，こちら側の空間の関 
知しないことであり，それがまた壁の特色でもある。と 
ころが結界は，そのデザインが何であるかによって見え 
る程度に差こそあれ，向こうの空間を窺い知ることがで 
きる。そうでないものは結界とはいえない。下を潜るこ 
と，上を股ぐこと，間をすり抜けることができるのが重 
要な機能なのである。空間を区切っていながら，両空間 
をとりもち，交流させているのが結界である。少しの風 
にも揺れるような壁は，場合によっては個人や家族のプ 
ライヴァシーを侵害する可能性を多分にもっているが， 
それこそが日本人の美意識や感性に添うものなのであ 
る。 



 

 

「デザインとは人間のもつ構想力のひとつの表現であ 
る」（吉田光邦『日本のデザイン』JAPAN DESIGN田 
中一光・小池一子構成	
 ぎょうせい）。それゆえ，デザイ 
ンは人類の歴史はじまって以来常に，人類と共に存在し 
てきた。太古の昔からそれぞれの国に，それぞれの民族 
固有の生活と不可分に存在してきたのである。 
	
 しかもその人類はいつも自然とつよく関わりあい，自 
然と共に生きねばならなかった。 
	
 そうした視点から日本をみるとき，日本は列島であり 
南北に長い。したがって日本の気候の多様な変化は，そ 
の環境にもまた多様な変化をもたらす。そこに住む人間 
はそれを敏感に感じとり適応するために，自然の様相を 
こまかに観察し，調和し，克服するより共存する性格を 
育ててきた。いつも不安定にうつろい続ける自然に適応 
して生きてゆくための技術を身につけねばならなかった 
のである。 

 

写真○38○39○40は暖簾としては少々変わっているものを並べ 
た。○38は縄暖簾と半暖簾の二重掛けである。約 700枚撮っ 
た暖簾の写真の中で二重掛けはたった一枚の珍しいも 
の。上部のちょうちんと合わせて、意外とサマになって 
いる。○39は布地が日本酒を搾るのに使った布の再利用で 
ある。現在は化学繊維や機械搾りにとって替られている 
が、もとは木綿の厚で

．
の袋を柿渋に浸して干したものを 

酒
さか

袋
ぶくろ

とした。柿渋の、染料とは異なる感触が好まれ再利 
用となっているが、だんだん品薄になって希少価値がで 
てきている。文字は染色ではなく、シルクスクリーン印 
刷である。○40三垂れの赤地の布のそれぞれを別の白地布 
で縁取りをしてある。それほど手のかかることでないと 
思われるが意外と他では見かけない。 

	
  
 
 

 
いきおい，結果としてのデザインはまとまったおだや 

かさ，優雅さを求める方向となり，日本のデザインは一 
つの特徴として，壮大，偉大，ダイナミック性等スケー 
ルの大きな方向へとは向かわない。 
	
 デザインはむしろ日常生活そのものであり，人々の生 
活を楽しませ，定形の範囲内において洗練するところに 

 
 



目標がおかれる。俳句やその理念と共通する「家紋」が

典型であろう。引き算
．．．

の美学なのである。おのずと素材

は高価をものを用いようとせず，ごくありふれた日常的 
に入手しやすい素材を利用してきた。 
	
 暖簾もこうした基盤の上に立っているのであり，例外

ではない。 
	
 暖簾はまた，隠すために見せ，見せるために隠すとい

うパラドックス的一面をも併せもつ。 
	
 女性が美人に見える情景をあらわす言葉に「夜目，遠

目，笠のうち」という成語があるが，王朝時代の人々は	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

自然観賞の方法として「隔
かく

簾
れん

梅
ばい

」といわれる方法にまで

これを洗練している。それは即物的で写実的な自然の美

しきよりも，簾や霧や雨や月光で写実性のやわらげられ

た幻想的で優美，時には幽玄な美しさの方を尊しとする

観賞の仕方である。 
	
 暖簾は先述した機能に加え奥の空間をつくる役目をは

たす。寝殿造に簾が多く使われていたことと，暖簾が 800
年余もスタイルをあまり変えずに続いていることとは，

深いつながりがあることを指摘することができよう。 

おわりに  

	
 学院の教育研究補助金の援助を得て，この 2年間に撮
影した暖簾のフィルムは約 700枚。そのデザインを要素で
分類すると，家紋が主役のもの 73枚，商標（しるし）が
中心のもの 60枚，文字だけのものは多数あるが，それに
書道家の落款や署名のあるものは 6枚。染めにたずさわ
った職人のサイン等のあるものは 0であった。その無名
性・匿名性であることに今さらながら驚かされる。 
	
 現代はマスプロダクション，マスコンシュームと言わ

れて久しいが，経済はいわゆるバブル景気がはじける前

に，ユーザーの嗜好が多様化し，多品種少量生産に移っ

ていた。そうした背景にあって，意識の高い企業は好ま

しい企業像を求めて，社名やマーク，ロゴの変更，企業 
 
 

固有の色彩の設定や，封筒，伝票，名刺，はては従業員

の制服，社用車にいたるまで C．I．（Corporate Identity） 
の導入を企ったが，それはピークを過ぎたとはいえ，現

在も続いている。 
	
 しかし暖簾に象徴される商（あきない）の世界はそう

した世界といささか趣きを異にする。 
	
 なかには株式会社のかたちをとっているものもなく

はないが，ほとんどはいわゆる個人商店である。そして，

企業体組織のスケールに代えて，長い時空，歴史の風雪

に耐えた老舗が京都には数多い。店の間口は狭くとも， 
そこに掛けられて泰然たる暖簾は，あたかも人と人，人

と物の絆をなによりも大切にする店主の矜持を表わして

いるかのようである。言い換えれば人間スケールへのこ

だわりであろう。 
	
 弁柄格子がアルミサッシュに替ったとしてもその精神

はいささかのたじろぎもみせず，掛けられた暖簾は今日

もしなやかに，たおやかに美の賛歌をうたい続けるので

ある。 
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